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可愛いお子さんや、大好きなおじい
ちゃん・おばあちゃん、仲良しグループ、
ペットなど、皆さんに自慢したいこと
を募集しています！！

募集中

お母さん（原田典佳さん）から一言

姉妹仲良く元気に
　　　　　育ってね。

わわががままちち
自自慢慢

詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで

報広

Kamigori

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

月号
2017年

No566Jan
.1

お な ま え 稗田

夏希ちゃん（3歳）、歩美ちゃん（5歳）夏希ちゃん（3歳）、歩美ちゃん（5歳）
なつ   き あゆ  み

■日時
　２月19日(日)　９時30分～12時
■場所
　ワークハウス体験の森
（ピュアランド山の里奥の広場）
■定員　40人程度(小学生以下は保護者同伴)
■参加料　１人500円
■持ち物　作業しやすい服装・軍手、カナヅチ
■申込方法
　町ホームページに掲載または役場・公民館に設置の申込用紙に必要事項を記入し、下記まで
持参またはFAX、郵送で申し込みください。（電話での受付も可）
■申込期間　１月10日(火)～２月10日(金)

■開催期間　
　２月18日（土）～３月12日（日）
　※月曜休館
■開館時間
　９時～16時30分
■場所
　郷土資料館　２階　特別展示室
■入館料　無料

鳥の巣箱作り教室　参加者募集！鳥の巣箱作り教室　参加者募集！
　自然の素材を使って個性あふれるオリジナル鳥の巣箱を作ってみません
か？町内で森林整備などのボランティア活動を行う「森のわくわく倶楽
部」のスタッフが、お手伝いします。完成した巣箱は森に設置します。
(持ち帰りも可)

昔の学校風景の写真を集めた展覧会を開催します。
懐かしい思い出の学び舎で過ごした時代に帰ってみませんか？

郷土資料館冬季企画展

問問申 森のわくわく倶楽部事務局(産業振興課内)　☎52-1116　FAX：52-6015

問郷土資料館　☎52-3737

今月のオススメ情報今月のオススメ情報

上郡のアルバム２～思い出の学び舎～上郡のアルバム２～思い出の学び舎～

年神さま年神さま
いらっし

ゃい！いらっし
ゃい！

ミニ門松づくりミニ門松づくり



平
成
28
年
の
主
な
で
き
ご
と
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新年のごあいさつ
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
壮
健
で
よ
き
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
行
政
運

営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
国
内
で
は
、
熊
本
地
震
や

鳥
取
地
震
、
台
風
に
よ
る
災
害
被
害

が
多
発
す
る
一
方
で
、
リ
オ
五
輪
で

日
本
勢
が
史
上
最
多
と
な
る
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
な
ど
、
明
る
い
出
来
事

も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
本
町
で
は
、
町

の
将
来
像
を
『
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
元
気
で
人
情
味
あ
ふ
れ
る
、
安

全
・
安
心
な
住
み
よ
い
町
』
と
す
る

新
た
な
「
総
合
計
画
」
の
策
定
に
加

え
、
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
の

目
標
や
取
り
組
む
具
体
的
施
策
を
示

す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
、
上
郡
創
生
の

実
現
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
個
人

消
費
の
縮
小
に
よ
る
地
域
経
済
の
衰

退
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な

ど
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
中
心
と
し

た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
上
郡

町
に
「
し
ご
と
」
を
創
り
、
「
ひ

と
」
を
呼
び
込
み
・
育
み
、
「
し
ご

と
」
と
「
ひ
と
」
相
互
の
好
循
環
を

確
立
し
、
「
ま
ち
」
の
活
力
を
維
持

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
は
、

地
域
資
源
で
あ
る
豊
か
な
自
然
や
歴

史
・
文
化
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
川
の
都
か
み
ご
お
り
川
ま
つ
り
」

の
再
開
や
「
地
域
活
動
イ
ベ
ン
ト
」

開
催
に
加
え
、
新
た
に
「
住
民
提
案

型
イ
ベ
ン
ト
」
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
交
流
と
賑
わ
い
が
得
ら
れ
た
も

の
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
関
与
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
廃
校
と
な
っ
た
旧
梨
ヶ
原

小
学
校
跡
施
設
を
活
用
し
た
魚
の
養

殖
事
業
の
立
地
を
進
め
、
事
業
者
の

操
業
支
援
の
ほ
か
、
事
業
で
必
要
な

桑
の
葉
栽
培
に
よ
る
農
の
仕
事
づ
く

り
の
構
築
な
ど
「
し
ご
と
の
創
生
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

後
も
、
引
き
続
き
「
上
郡
創
生

の
実
現
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
方
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
こ
の
新
し
い
年
が
よ
り
佳

き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町  

長

遠

山
　

寛

 

１
月 

11
日　

成
人
の
つ
ど
い

 

２
月 

17
日　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
レ

シ
ピ
集
完
成

 

３
月 

26
日　

梨
ヶ
原
保
育

所
が
閉
園

27
日　

第
３
回
上
郡

地
区
フ
ェ
ス

タ
さ
く
ら

 

４
月 

３
日　

消
防
出
初
式

　
　
　

第
10
回
か
み
ご
お
り
さ
く

ら
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　

第
10
回
桜
ま
つ
り

 

５
月 

４
日　

第
８
回
圭
介

ま
つ
り

22
日　

第
27
回
消
防

操
法
競
技
大

会

 

７
月 

18
日　

第
24
回
安
室
ダ
ム
ま
つ
り

30
日　

第
38
回
〝
川
の
都
〟
か
み

ご
お
り
川
ま
つ
り

 
８
月 

６
日　

第
４
回　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

ウ
ォ
ー
ク

 

９
月 

19
日　

敬
老
会　

24
日　

第
２
回
大
鳥
圭
介
検
定

10
月 

９
日　

第
３
回
鞍
居
ふ
る
さ
と
ま

つ
り

29
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
新

兵
庫
史
を
歩

く
西
播
磨
の

つ
わ
も
の
円

心
・
圭
介
の

里
～
上
郡
町

～
」
を
赤
松

地
区
で
収
録

11
月 

23
日　

第
23
回
白
旗
城
ま
つ
り

27
日　

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
と
大

鳥
圭
介
」

　
　
　

高
田
パ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
１
６

12
月 

４
日　

人
権
の
つ
ど
い

11
日　

第
２
回
か
み
ご
お
り
元
気

祭
り
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平成29年 新年のごあいさつ
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
会
を

代
表
し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

平
素
、
皆
さ
ま
に
は
議
会
活
動
に

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
勢
が
目

覚
ま
し
い
活
躍
ぶ
り
を
み
せ
、
日
本

国
中
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
次
の
東
京

開
催
で
も
、
選
手
の
更
な
る
健
闘
を

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
国
内
で
は
、
「
国
民
投

票
」
年
齢
の
18
歳
へ
の
引
き
下
げ
に

合
わ
せ
て
、
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ

れ
「
選
挙
権
年
齢
」
も
20
歳
か
ら
18

歳
に
な
り
ま
し
た
。
７
月
10
日
に
行

わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
の
「
18
歳
選

挙
権
」
の
結
果
は
、
18
歳
・
19
歳
の

投
票
率
が
20
歳
代
を
上
回
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。
高
校
に
お
け
る
主
権

者
教
育
や
若
者
が
家
族
と
一
緒
に
投

票
に
出
か
け
た
こ
と
、
歴
史
的
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
意
欲
が
働
い
た
こ
と

も
一
つ
の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

選
挙
を
経
験
し
た
若
者
た
ち
が
増
え

る
こ
と
で
、
地
方
政
治
に
も
関
心
を

持
つ
人
が
多
く
な
る
こ
と
に
繋
が
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
町
は
10
年
後
の
町
を
見

据
え
た
「
新
た
な
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
施
策
の
実
現
に
向
け
て
昨
年

を
初
年
度
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
財
政
状
況
も
町

税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
各
施
策
を
検
証

し
な
が
ら
着
実
に
実
施
す
る
こ
と
で

人
口
減
少
を
抑
制
し
、
活
力
あ
る
町

に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

自
然
豊
か
な
こ
の
町
で
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
議
員

は
各
地
区
、
各
層
の
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
賜
り
、
十
分
な
議
論
を

尽
く
し
、
誤
り
無
き
選
択
と
舵
取
り

が
で
き
る
よ
う
更
な
る
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
複
雑
多
様
化
す
る

行
政
へ
の
需
要
や
課
題
を
的
確
に
判

断
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指

す
行
政
と
一
体
と
な
り
、
「
安
心
し

て
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
、
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
と

活
力
あ
る
地
域
」
を
実
現
す
る
た
め

に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
参
画
と
協
働

を
頂
き
な
が
ら
、
諸
問
題
の
解
決
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多

い
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新たな圏域バスが１月から運行開始
　播磨科学公園都市圏域内の公共交通ネットワークの充実を図るため、光都を経由して上郡町
とたつの市を結ぶ新たな圏域バスが１月から運行します。ぜひご利用ください。

　上記の圏域バスが幅広い世代の方々から親しまれ、地域の公共交通機関として多くの
方に利用していただくため、愛称を募集します。たくさんのご応募をお待ちしています。

播磨科学公園都市圏域定住自立圏事業

■応募要件
　どなたでも応募できます。１人３点まで。　
※応募作品は自作かつ未発表のものに限る。
■応募締切　２月10日（金）　※当日必着　　
　詳しくは、町ホームページを確認してください。

■応募方法
　愛称の簡単な説明（コンセプト）と以下の項
目を記入し、FAX またはハガキ、メールで応募
してください。
＜記入項目＞
①郵便番号 ②住所 ③氏名（ふりがな） ④性別
⑤年齢 ⑥電話番号 ⑦職業（会社名、学校名・学年）

■運賃　１乗車200円（小学生 未満は無料）
■運行日　月〜土曜日　※日・祝・年末年始（12月29日〜1月3日）は運休
■時刻表

■運行ルート

圏域バスの愛称を募集

問■申上郡町地域公共交通会議事務局（企画政策課内）
　　 ☎52-1112　FAX：52-5172　メール：kikaku@town.kamigori.lg.jp

上郡駅 ⇒ 光都 ⇒ 播磨新宮駅 播磨新宮駅 ⇒ 光都 ⇒ 上郡駅
上郡駅 8:15 13:15 播磨新宮駅 9:45 14:35
この区間は路線バス停留所に停車 千本駅 9:55 14:45
芝生広場 8:35 13:35 西栗栖駅 10:01 14:51
県立西播磨総合リハビリテ
ーションセンター

着 8:39 13:39 芝生広場 10:10 15:00
発 8:40 14:00 県立西播磨総合リハビリ

テーションセンター
着 10:14 15:04

芝生広場 8:44 14:04 発 10:15 15:25
西栗栖駅 ↓ ↓ 芝生広場 10:19 15:29
千本駅 ↓ ↓ この区間は路線バス停留所に停車
播磨新宮駅 9:02 14:22 上郡駅 10:39 15:49

西
栗
栖

千本

上郡

播磨新宮

至 姫路

至 岡山

至 姫路

至 佐用

JR 姫新線

JR 山陽本線
相生市 たつの市

上郡町

佐用町 県立西播磨総合
リハビリテーションセンター

上郡町内は路線バス「上郡～粒子線医
療センター」線と同じ停留所に停車

芝生広場

西栗栖駅

千本駅

上郡駅

播磨新宮駅
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問住民課　環境衛生係　☎52-1115　FAX：52-6490　メール：jyumin@town.kamigori.lg.jp

一般廃棄物処理基本計画へのパブリック・
コメントを募集

公共下水道事業計画変更案の縦覧

　「上郡町一般廃棄物処理基本計画(案)」に対し、町民の皆さんからの意見や提案を募集します。

　河川区域の変更に伴い、計画処理区域の縮小と完了年度の変更案の縦覧を行います。
　この案に対し意見のある利害関係人は、縦覧期間中に意見書を提出することができます。意
見書を提出する方は、住所と氏名、年齢、案への意見をできるだけ具体的に記載した文書を下
記まで提出してください。

広告

■計画の内容
　長期的・総合的視点に立ち、計画的なごみ処理の推進を図るた
めの基本方針となるものです。ごみの発生から最終処分に至るま
での適正な処理を進めるために必要な基本的事項を定めています。
■資料の閲覧方法
　住民課、生涯学習支援センター、各地区公民館、町ホームペー
ジで閲覧できます。

（閲覧場所に意見記入用紙も設置。町ホームページからもダウン
ロード可）
■閲覧場所・時間
〇住民課：８時30分～ 17時15分（土日を除く）
〇生涯学習支援センター・各地区公民館：開館時間中
■受付期間
　1月13日（金）〜 2月20日（月）

■変更内容
・計画汚水処理区域（402.6ha→397.5ha）
・計画雨水排水区域（300.8ha→295.7ha）
・事業期間の延長（平成30年度→平成34年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

■縦覧期間
　１月16日（月）～ 30日（月）
　８時30分～ 17時15分（土日を除く）

■縦覧場所・意見書の提出・問い合わせ先
　上下水道課　下水道係　☎52-1119

■意見の提出方法
　所定の用紙に必要事項を記入
し、持参・郵送（受付期限日の消
印有効）・FAX・メールのいずれか
で、住民課へ提出してください。
■その他
○必ず氏名、住所、連絡先を記載し

てください。
○電話での意見の受付や、意見に対

する個別の回答は行いません。
○寄せられた意見を公表する際

は、氏名などの個人情報は公表
しません。
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■退任された方　（敬称略）
（上　郡）上山　茂、小林　ひとみ、岡本　眞策、池内　友晴、高宮　一代、星尾　義博
（山野里）福田　早衣子、深澤　美智子、大上　節弘、高見　英二、小寺　惠、砂田　むつ子
（高　田）細川　紘、矢能　芳子、篠原　秀雄、北見　正行、赤松　初夫、堀　賢三
（鞍　居）小林　ちえ子、前川　智彦、杉本　吉弘
（船　坂）奥本　春美、佐藤　宏司、身野　龍子
（主任児童委員）小野　加奈子

■新役員　（正副会長のみ）
　会長：増井　淨見（船坂）　　　副会長：岸上　一（山野里）、中川　博美（高田）
■新しい民生委員児童委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○新＝新任

担当区域 氏名 担当区域 氏名
上町・桜ヶ丘 ◯新 柴田ひとみ 高田台４丁目 ◯新 杉本　護
本町・市町 ◯新 内波　安通 高田台５丁目・７丁目 ◯新 武内　尚明
仲町・寺町 ◯新 中尾　彰子 高田台６丁目 浦山　金男
段町・旭町 ◯新 松岡五十鈴 惣尻・尾長谷・緑ヶ丘 ◯新 安西　益美
栄町 山口　千代 土井・土井の内・小山 ◯新 三宅優美子
東町 ◯新 織田　薫 野桑・中村 ◯新 河本　淳子
丹東 ◯新 西山みゆき 広根・稗田・梅谷 ◯新 岩本　昌輝
松の尾・丹西 岸上　一 金出地区・光都 岡本　美里
川原 八尾　豊人 大冨区 新見　和言
平野・大酒・安室ヶ丘 ◯新 木村　正美 大枝・大枝新 西村　正江
宿東・宿西・カメリア ◯新 長瀬　弘義 岩木・岩木船谷・岩木才原 有田　一巳
竹万区（山田以外） ◯新 吉田　幹夫 倉尾・石戸・皆坂・黒石 ･ 市原 清水　英子
山田・ハイツあゆみ 三浦　英俊 苔縄・柏野 横山　智弘
駅東・駅北 ◯新 菊森　伸子 赤松・細野 高谷　澄惠
駅中・駅西 松本　憲和 河野原・楠 髙橋美智代
大持 土屋千代子 梨ヶ原・落地 ◯新 保村　祐治
井上・隈見町 ◯新 浅野　明美 高山・行頭 高橋みどり
中野・休治 ◯新 高橋　雅之 栗原・別名 増井　淨見
宿・宇野山・佐用谷・小野豆 ◯新 大西　隆文 岡・金内 ◯新 福壽　利幸
奥・宇治山・神明寺 川島　秀紀 名村・皆坂 ◯新 井水　保夫
與井・與井新 小寺　政廣 船坂 渋谷　健司
西野山・釜島・正福寺 中川　博美

町全域（主任児童委員）
高谷　博之

高田台１丁目 西山　良之 三島　澄子
高田台２丁目 ◯新 佐藤　省二 ◯新 吉間　正美
高田台３丁目 ◯新 赤木　幸代

新しい民生委員児童委員を紹介します
　民生委員児童委員の委嘱辞令交付式と感謝状伝達式
が、12月22日（木）に役場大会議室で行われました。今
回、新たに 25人が 12月１日（木）から民生委員児童委
員として就任しました。また、11月30日（水）をもって
退任となった方には、在職期間に応じて、厚生労働大
臣や兵庫県知事、上郡町長から感謝状が贈られました。
　民生委員児童委員は、高齢者や児童、障がい者など
の方に対して幅広い社会福祉活動や地域の相談役とし
て、また住民と行政を結ぶパイプ役として活動してい
ます。何か困り事がある際は、近くの民生委員児童委
員に気軽にご相談ください。

問健康福祉課　地域福祉係　☎52-1114

退任された皆さん
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臨時福祉給付金、障害・遺族基礎年金受給者
向け給付金の申請期限は、１月31日です

国民年金保険料はまとめて納付するとお得です

こころのほっと相談

もの忘れ相談

　臨時福祉給付金、障害・遺族基礎年金受給者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）
の申請は、お済みですか？
　対象となる可能性がある方に、９月上旬に申請書を送付しています。申請書が届いていない
と思われる方は、下記の受付窓口まで連絡してください。（支給要件は、町ホームページから
確認できます。）
　申請がまだの方は必要書類を添付し、１月31日（火）までに、下記へ申請してください。

　国民年金第１号の被保険者は、毎月の保険料を納める必要があります。その際に保険料をまとめ
て納付するとお得になります。平成29年度の保険料額は平成29年２月下旬に告示される予定です。
≪例：２年前納した場合のメリット≫
①２年間で１万５千円程度が割引になります。
②口座振替やクレジット納付を利用することで、納め忘れを防ぐことができます。
※この他にも、１年前納や６ヵ月前納も利用できます。
■申込期限　２月28日（火）

　こころのほっと相談では、人間関係や育児、家族関係、健康、仕事など、どのような悩みで
も相談ができます。精神保健福祉士による個別相談で、相談内容についての秘密は厳守します。
ご家族など周囲の方のみの相談も受け付けています。（予約制）
■相談日　２月13日（月）
■時間　①13時30分～　②14時30分～　③15時30分～
■対象　16歳以上の方
■料金　無料
■申込方法　２月10日（金）までに、下記へ電話で申し込みください。

　もの忘れなどの気になる症状で、認知症の詳しい検査が必要か、専
門の医師が個別相談に応じます。その他にも、認知症で困っている症
状について相談できます。(予約制)
■日時　２月17日(金)　13時～
■場所　保健センター
■医師　魚橋病院　三木　昇司医師
■申込方法　２月８日(水) までに、下記へ電話で申し込みください。

問■申健康福祉課　地域福祉係　☎52-1114

問■申姫路年金事務所　☎079-224-6382、健康福祉課　国保介護支援室　国保年金係　☎52-1152

問■申保健センター　☎52-2188

問■申地域包括支援センター　☎52-1152
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「孫育てにも役立つ　シニアのための子育て支援　はじめの一歩」

ご近所お助けボランティアを始めてみませんか？

文化協会　グループ活動公開見学会

子育て世代包括支援センター「ふぁみりあ」開設記念講演会

生活支援ボランティア研修

■日時
　２月15日（水）
　13時30分～15時30分（開場：13時）
■場所　生涯学習支援センター
■対象　上郡町民（特に50代以上の方）
■定員　70人（定員になり次第、締め切り）
■講師
　NPO法人ファザーリング・ジャパン関西　和田憲明氏
■料金　無料
■申込方法
　１月20日（金）までに、下記へ電話で申し込みください。

■日時
　３月８日（水）　13時～16時30分
■場所　役場第２庁舎　２階　大会議室
■対象者
　町内在住で、ボランティア活動に意欲の
ある方
■定員　20人
■参加料　無料
■申込方法
　2月15日（水）までに、下記へ電話で申し
込みください。

■日時　２月４日(土)
　　　　午前の部　10時～12時
　　　　午後の部　13時～15時
※公開グループなどは、下記までお問い合わせください。
■場所　生涯学習支援センター、つばき会館

■研修プログラム
内　　　　容

介護保険制度の説明
認知症の理解と対応
高齢者の心身の特性と暮らし
生活支援を行う上での利用者への接し方
（訪問マナー、コミュニケーション手法、守秘義務）
生活支援の方法（簡単な生活支援技術）
活動時の緊急対応（困った時の対応方法）

子育て世代包括支援センターの愛称が
「ふぁみりあ」に決定！

　子育て世代包括支援センターの愛称を７
月～９月まで募集し、応募者25人・応募名
称31の中から、愛称が決定しました。
　「ふぁみりあ」は、保健センター内にあ
り、妊娠・出産・子育てのワンストップ相
談窓口として、子育て期の親子を切れ目な
く支援します。また、関係機関や医療機関
などとも連携してサポートします。

　現役時代は、仕事などでほとんど育児に関われなかった、楽しめなかった中高年のみなさ
ん、時間ができた今、自分の孫だけでなく、上郡町の「宝」である子どもたちに、できること
をしていきませんか？

　一人暮らしや夫婦のみの高齢者世帯が増える中、ちょっとした手助けを必要とする人が多く
なっています。話し相手やゴミ出し、電球交換などの日常生活のサポートなどを通して、地域
での支え合いにあなたの力を発揮してみませんか？

　「文化協会のグループってどんな活動をしてい
るの？」そんな疑問がある方、練習風景を見学し
てみませんか？
　一緒に楽しく交流しましょう。みなさんの参加
を、お待ちしています。

問■申保健センター　☎52-2188

問■申地域包括支援センター　☎52-1152

問■申文化協会事務局(生涯学習支援センター)　☎52-1125

問教育推進課　教育係　☎52-2912

■人権作文部門
 最優秀 　有吉　悠莉（上郡小）、上山　結（上郡小）、末政　陽菜（高田小）、竹元　奈央（上郡中）、
　　　　  大谷　菜々海（上郡高）、細川　寛世（山野里幼PTA）
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問産業振興課　農林振興係　☎52-1116

第2回米リンピック グランプリ決定！

人権のつどいが開催されました

■米リンピック　グランプリ受賞者　　　　    （敬称略）
部門 出品者

コシヒカリの部 上郡高等学校（大持）
キヌヒカリの部 孝橋　親行（苔縄）
きぬむすめの部 山本　岳（休治）
ヒノヒカリの部 大枝新営農組合（大枝新）
その他品種の部 笹山　和朗（高山）

　お米の食味コンクール「第２回米リンピック」が、今年も開催されました。１次審査では成
分分析、２次審査ではイベント会場で食味審査を行い、約50点の応募の中から品種ごとにグ
ランプリを決定しました。

　12月４日（日）、人権のつどいが生涯学習支援センターで開催されました。
　第１部では、人権作品の最優秀・優秀作品の表彰式が行われ、人権作文の最優秀作品に選ば
れた児童・生徒５人が受賞作品を朗読しました。
　第２部では、読売テレビ放送 報道局 解説委員 高岡達之さんが、多くの取材経験をもとに、
政治や企業、外国人などの人権について、ユーモアを交えながら講演を行いました。参加者か
らは、「子どもたちのしっかりした考えに感心した。」や「朗読に涙が出た。」、「普段と違う観点
から人権が学べ、今後の参考にしたい。」などの感想が寄せられました。

広告

問教育推進課　教育係　☎52-2912

 今年度の受賞者 （敬称略）　　　
■人権フォト部門
 最優秀 　子育て学習センター
 優　秀 　河本　順子、深澤　美代子
■人権標語部門
 優　秀 　福田　瑛海瑠（高田小）、上山　湧（上郡中）、井延　真琴（上郡中）、
　　　  　清水　理恵（上郡幼PTA）、横山　真里奈（上郡幼PTA）、山田　国子（高田幼PTA）
■人権詩部門
 優　秀 　坂越　羽杏（上郡小）、溝川　瑠愛（山野里小）、藤田　快斗（山野里小）、
　　　　  山本　絵美子（高田幼PTA）
■人権作文部門
 最優秀 　有吉　悠莉（上郡小）、上山　結（上郡小）、末政　陽菜（高田小）、竹元　奈央（上郡中）、
　　　　  大谷　菜々海（上郡高）、細川　寛世（山野里幼PTA）

■人権ポスター部門
 最優秀 　沖中　愛里（上郡中）
 優　秀 　八木　晴夢（上郡小）、久保　はる（上郡中）

グランプリを受賞した皆さん　※山本さんは欠席
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　上郡エコサークルの皆さんが、環境保全活動を長年継
続して行ってきたことで、町民の意識づくりや住みよい地
域環境づくりに寄与した功績が称えられ、兵庫県くすのき
賞を受賞しました。
　同サークルは、県知事より委嘱された地球温暖化防止
活動推進委員で構成されています。設立から18年間、町
内の各種イベントなどで温暖化防止のための啓発活動を
続けてこられました。
　12月１日（木）、受賞報告に遠山町長を表敬訪問した同
サークルの皆さんは、「大きな問題として地球温暖化をとらえるのではなく、昨今の異常気象によって、
千種川が氾濫したらどうなるのか、これから孫たちの生活がどうなるのかという、自分の身近な問題とし
て、一人ひとり上郡の環境について考えてほしい。」と話しました。

平成28年度秋の叙勲　瑞宝単光章　東末　智恵美さん

兵庫県くすのき賞　上郡エコサークル

総務大臣表彰　大山昌之さん

兵庫県連合自治会長表彰

　東末さんは、児童養護施設 泉心学園に41年間勤務し、２歳～高校
３年生までの幅広い年代の、数えきれないくらい多くの子どもたちを
育ててこられました。
　泉心学園での生活を振り返り、「卒業生の中には、結婚や子どもが
生まれたことを報告してくれたり、困ったことがあったら電話をしてく
れたりなど、今でも交流が続いている子もいます。この叙勲は、家族
や園長、同僚の先生など、周りの協力があって、受けることができまし
た。」と話しました。

　公平委員の大山昌之さんが、長年の貢献を評され、総務大臣表彰を受賞し
ました。大山さんは、公平委員会委員として10年間、公平な人事行政の確立に
尽力され、行政の民主的かつ能率的な運営に貢献されたことが認められ、この
度の受賞となりました。
　12月２日（金）、遠山町長から表彰状の伝達が行われ、長年に渡る苦労に対
し、謝辞が伝えられました。これに対し、大山さんは、「公平な人事行政の確
立に向け、引き続き努力したい。」と話しました。

　三田市で開催された第47回兵庫県連合自治会大会で、本町の
11自治会長が兵庫県連合自治会長表彰を受賞しました。この表
彰は、自治の精神に基づき、明るく住みよい地域社会づくりに貢
献した方々に贈られるものです。

おめでとうございます

叙勲・各表彰を受けた皆さんを紹介します

■表彰を受賞された皆さん
 西山康宏さん（桜ヶ丘自治会長）
 西川昌信さん（本町自治会長）
 和田孝雄さん（竹万南自治会長）
 三浦節應さん（竹万山田自治会長）
 深澤昭好さん（平野自治会長）

中野　明さん（小野豆自治会長）
岩本文哉さん（與井自治会長）
中井弘一さん（西野山自治会長）
杉本正利さん（緑ヶ丘自治会長）
岸田敏文さん（野桑自治会長）
古正好晴さん（岩木自治会長）

（国光）

（苔縄）
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　11月26日（土）、都市部から西播磨への移住・
定住を勧める空き家見学バスツアーが、上郡町と相
生市、赤穂市で行われました。今回は阪神間を中心
に、愛知県や愛媛県、奈良県などから22人が参加し
ました。
　参加者の皆さんは、「自分が住む家になるか
も。」と家具の配置などを想像しながら、真剣に見
学していました。
　また、初めての試みとして、湯田温泉上郡荘で、
ツアー参加者を移住者の会「ＵＩ(遊あい)ネット上
郡」の皆さんが迎え、町での体験談や魅力を説明
し、交流しました。

来たれ移住者！空き家見学バスツアー

UＩ(遊あい)ネット上郡がおもてなし

参加者から好評だったUIネット上郡との交流 シンポジウムに耳を傾ける参加者

　11月27日（日）、生涯学習支援センターで、歴史シ
ンポジウム「日本の産業革命遺産と大鳥圭介」が開催
されました。
　講演会では、NPO法人 世界遺産アカデミー の目
黒正武特任研究員や、大鳥圭介研究家で本紙掲載
「鵬程万里」の筆者 中川由香さんが、明治日本の産
業革命に深く関わる圭介の産業視察の成果などにつ
いて講演を行い、約230人の参加者は耳を傾けてい
ました。
　講演後のシンポジウムでは、目黒氏と中川氏に加
え、大鳥圭介塾の猪尾守之塾長が、産業革命遺産と
圭介の関わりについて、それぞれの知見から意見を
述べ合いました。

歴史シンポジウム圭介と産業革命の関連にフォーカス

　12月11日（日）、上郡町駅前公民館の竣工式が行
われました。
　上郡町駅前公民館は、宝くじの社会貢献広報事
業として、コミュニティ活動に必要な備品や集会施
設の整備などに対して自治総合センターが行う助成
を活用して、整備されました。この助成事業は、地
域のコミュニティ活動の充実、強化を図ることによ
り、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を図る
ことを目的としています。
　竣工式の式典の中で、「この公民館は新しいコ
ミュニティ活動の拠点として、毎日人が集まり、笑い
や語らいの場として、活用していきたい。」と山本駅
前区長は話しました。

コミュニティ助成事業（宝くじ助成）で整備

上郡町駅前公民館　竣工

新しく竣工した上郡町駅前公民館

　12月23日（金）、25日（日）に、郷土資料館で冬季
歴史体験学習「ミニ門松づくり」が開催され、２日間
で110人が、オリジナルのミニ門松づくりに挑戦しま
した。
　参加者たちは、初めにしめ飾りや門松、鏡もちの正
月飾りなどの由来を学習。その後、用意された竹を組
み合わせ、松と梅の枝、南天の葉、マンリョウの実な
どを使って飾り付け、最後に水引を結んで、ミニ門松
を完成させました。
　参加者は、「材料をバランスよく飾り付けたり、水
引を結んだりするのが難しかったけれど、とてもいい
経験になりました。」と、話しました。

ま ち の話題

世界に一つだけのミニ門松づくりに挑戦

歴史体験学習　ミニ門松づくり

南天などを使って門松を飾り付ける参加者たち
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石
炭
は
安
価
で
、
石
油
と
異
な
り
様
々
な
地
域
に
存

在
し
、
可
採
年
数
は
百
年
以
上
と
長
い
、
世
界
の
主
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
現
在
の
日
本
も
発
電
の
三
割

が
石
炭
か
ら
で
す
。

圭
介
は
、
近
代
的
炭
坑
技
術
の
本
邦
初
の
教
科
書
と

な
る
「
石
炭
編
」
を
明
治
七
年
に
記
し
ま
し
た
。
石
炭

の
種
類
と
性
質
、
地
質
、
炭
鉱
、
試
掘
、
開
鉱
、
掘
削
、

換
気
、
排
水
、
照
明
、
運
搬
、
コ
ー
ク
ス
の
製
法
な
ど

の
記
述
の
他
、
七
十
七
の
図
を
含
み
ま
す
。
火
薬
の
使

用
や
、
蒸
気
機
関
や
水
力
を
用
い
た
掘
削
機
械
、
排
水

ポ
ン
プ
、
通
風
機
、
安
全
灯
な
ど
、
当
時
の
新
知
識
を

具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。
炭
鉱
に
長
期
滞
在
し
調
査

し
な
い
と
得
ら
れ
な
い
程
詳
細
な
記
述
で
す
。
ま
た
、

圭
介
は
炭
鉱
災
害
を
予
防
す
る
為
の
安
全
規
則
を
記
し

「
事
故
は
規
則
を
犯
す
事
か
ら
起
き
る
」
と
警
告
し
ま

す
。
こ
れ
は
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
安
全
法
だ
ろ

う
と
「
日
本
鉱
業
史
料
集
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
史
料
集
は
、
圭
介
が
「
公
務
旅
行
の
余
暇
を
割
き
各

地
の
炭
坑
を
見
学
し
、『
世
の
人
の
工
作
を
開
く
道
し

る
べ
』
と
す
る
べ
く
『
石
炭
編
』
を
出
版
し
た
こ
と
は
、

鉱
山
学
に
志
す
者
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

「
本
邦
石
炭
鉱
業
の
黎
明
期
に
お
け
る
先
覚
者
と
し
て

の
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

圭
介
は
明
治
七
年
三
月
欧
米
か
ら
帰
国
後
、
開
拓
使

に
所
属
し
、
七
月
か
ら
北
海
道
幌
内
の
石
炭
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
幌
内
は
箱
館
戦
争
で
の
圭
介
の
戦
友
で
あ

る
榎
本
武
揚
が
鉱
石
を
分
析
し
、
有
望
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
大
鳥
圭
介
伝
」
は
、
圭
介
は
地

質
技
師
ラ
イ
マ
ン
の
調
査
に
合
流
し
、
共
に
天
幕
を

張
り
、
熊
の
皮
を
剥
ぎ
、
清
水
で
喉
を
潤
し
、
そ
こ
を

湯
飲
沢
と
名
付
け
た
と
し
、
そ
れ
が
岩
見
沢
の
語
源
と

な
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
石
狩
川
、
幌
向

川
、
幌
内
川
を
遡そ

上じ
ょ
うし
、
層
雲
峡
の
奥
地
ま
で
共
に
探

査
し
、石
狩
炭
田
北
部
の
川
に
ラ
イ
マ
ン
が
「
大
鳥
川
」

と
命
名
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
圭
介
は
「
ポ
ロ

ナ
イ
石
炭
山
報
告
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ラ
イ
マ
ン

の
測
量
よ
り
幌
内
に
は
二
千
万
ト
ン
の
石
炭
量
が
あ
る

と
し
、
採
鉱
口
の
場
所
や
、
石
炭
を
運
ぶ
鉄
道
の
経
路
、

川
舟
を
併
用
し
た
運
搬
方
法
な
ど
も
検
討
し
ま
し
た
。

採
掘
工
事
や
後
の
運
営
に
つ
い
て
、
周
辺
の
開
発
計
画

と
そ
の
順
序
に
も
示
唆
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
圭

介
と
共
に
戊
辰
戦
争
を
戦
っ
た
牧
野
数
江
が
炭
層
位
置

図
の
図
面
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
幌
内
炭
鉱
は
、
圭
介
の
か
つ
て
の
教
え
子
で

開
拓
使
で
の
上
司
で
あ
る
黒
田
清
隆
が
国
家
的
開
発
を

承
認
さ
せ
、
明
治
十
二
年
に
開
鉱
し
ま
し
た
。
圭
介
が

調
査
し
た
炭
鉱
は
、
最
盛
時
に
は
年
間
百
二
十
万
ト
ン

を
産
出
し
、
日
本
の
殖
産
興
業
を
支
え
た
資
源
供
給
源

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
直
接
圭
介
が
開
発
を
率
先
し
た
石
油
と
異
な

り
、
そ
の
後
の
石
炭
と
圭
介
と
の
直
接
の
関
わ
り
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
鉱
山
は
工
部
省
鉱
山
局
の
所
轄
で
あ

り
、
工
部
省
で
は
圭
介
の
管
轄
外
で
し
た
。
炭
鉱
は
高

島
炭
鉱
が
明
治
元
年
か
ら
外
国
人
技
術
者
を
招
聘
し
開

発
し
て
い
た
の
を
は
じ
め
各
地
で
開
発
さ
れ
て
お
り
、

明
治
七
年
の
日
本
の
出
炭
高
は
既
に
二
十
万
ト
ン
超
、

十
二
年
に
は
八
十
六
万
ト
ン
と
そ
の
四
倍
を
超
え
て
い

ま
す
。
石
炭
開
発
は
既
に
黎
明
期
か
ら
成
長
期
に
あ
り

ま
し
た
。
圭
介
以
外
に
も
そ
の
分
野
を
舵
取
り
す
る
者

が
十
分
い
た
為
、
圭
介
は
石
油
の
よ
う
に
他
に
技
術
者

が
い
な
い
分
野
に
率
先
し
て
従
事
し
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
同
じ
事
が
圭
介
が
「
一
日
も
な
く
て
叶
わ
ざ
る
も

の
は
石
炭
、
鉄
、
石
油
の
三
宝
」
と
し
た
鉄
鋼
に
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。

第
一
線
か
ら
離
れ
て
も
、
圭
介
は
鉱
山
技
術
の
普
及

と
人
材
育
成
に
寄
与
し
ま
し
た
。
圭
介
は
明
治
十
年
に

日
本
初
の
工
業
雑
誌
「
工
業
新
報
」
を
刊
行
し
ま
し
た

が
、
工
業
各
分
野
の
専
門
誌
は
ま
だ
存
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
治
十
八
年
に
初
の
分
野
専
門
誌
「
日
本
鉱
業

会
誌
」
が
発
刊
さ
れ
、
圭
介
は
そ
の
創
刊
号
に
緒
言
を

寄
せ
て
い
ま
す
。「
事
業
は
小
か
ら
大
に
、
疎
よ
り
精

に
入
り
、
従
来
の
形
勢
は
一
変
し
て
い
る
。
鉱
業
は
そ

の
変
動
が
特
に
著
し
い
。
採
鉱
、
地
質
、
冶
金
な
ど
、

鉱
業
に
関
す
る
も
の
漏
ら
す
事
な
く
考
究
し
、
こ
れ
を

会
誌
に
載
せ
、
実
験
場
を
設
立
し
、
鉱
山
主
の
依
頼
に

応
じ
て
各
地
の
状
況
に
適
す
る
採
鉱
冶
金
の
良
法
を
決

め
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
説
き
ま
し
た
。
日

本
鉱
業
会
は
、
学
者
学
閥
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
、

最
初
か
ら
実
業
家
も
巻
き
込
み
、
質
問
委
員
を
設
け
て

質
疑
応
答
も
し
や
す
く
し
た
学
業
と
実
業
の
風
通
し
の

良
い
学
会
で
し
た
。
こ
れ
は
初
期
に
生
ま
れ
た
専
門
学

会
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。「
科
学
技
術
史

大
系
」
は
「
日
本
の
採
鉱
・
冶
金
に
関
す
る
科
学
と
技

術
の
啓
蒙
は
、
日
本
鉱
業
会
を
中
核
と
し
て
展
開
さ
れ

た
」
と
し
、
圭
介
の
文
章
が
「
一
番
啓
蒙
的
資
質
に
富

み
興
味
深
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

上
郡
町
の
偉
人

大
鳥
圭
介
「
鵬ほ
う
て
い
ば
ん
り

程
万
里
」
第
二
十
三
回

著
者
　
中
川
由
香

上郡町の偉人　大鳥圭介
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広告

保健師メモ

冬場を中心に流行！ノロウイルスやインフルエンザを防ごう！
　ノロウイルスは、カキなどの二枚貝を汚染し、冬場を中心に食中毒の原因となる
ほか、しばしば感染性胃腸炎の大規模な集団感染を引き起こします。インフルエン
ザは普通の風邪と違い重症で、時には肺炎を合併して死に至ることもあります。

 ノロウイルス 
【症状】おう吐、下痢、腹痛、発熱
【対策】
・おう吐物や便の処理は、密封し消毒殺菌をしま

しょう。
・食品などは、中心温度85℃で１分以上の加熱殺

菌をしましょう。
　つぎのポイントに気をつけ、ウイルスに負けない健康な体を作りましょう。
①住まいの環境を整えましょう。温度は20℃、湿度は60～70％にしましょう。
②質の良い睡眠をしっかりとりましょう。深夜12時までには寝ましょう。
③外食を控え、家で栄養バランスのよい食事を摂り、体力保持に努めましょう。
④ストレスを解消して、抵抗力アップに努めましょう。仕事のオン・オフを上手に切り替え、心の元気

をつくりましょう。
⑤手洗いとうがいをしっかりしましょう。石けん自体には、手指についたウイルスを殺す力はありませ

んが、ウイルスをはがしやすくする効果があります。

 インフルエンザ 
【症状】急な発熱、悪寒、関節痛、頭痛
【対策】
・予防接種をうけましょう。
・体を温めましょう。
・人込みを避ける、マスクの着用などで、ウイル

スからの避難を心がけましょう。

問保健センター　☎52-2188

上郡町役場の臨時職員を募集
　平成29年度の臨時職員任用候補者名簿への登録者を募集します。
■募集職種　事務員、用務員、保育士など
■採用方法　名簿登録者から必要に応じ、書類選考などを行います。
■申込方法
　申込書に必要事項を記入し、総務課総務係へ持参または郵送で提出してください。
（持参の受付時間は、平日の８時30分～17時15分です）
　勤務時間や必要資格などは、募集要項を確認してください。募集要項と申込書は総務課で
配布、または町ホームページからダウンロードできます。
※登録されても採用できない場合もありますので、ご了承ください。

問■申総務課　総務係　☎52-1111

発
し
て
い
た
の
を
は
じ
め
各
地
で
開
発
さ
れ
て
お
り
、

明
治
七
年
の
日
本
の
出
炭
高
は
既
に
二
十
万
ト
ン
超
、

十
二
年
に
は
八
十
六
万
ト
ン
と
そ
の
四
倍
を
超
え
て
い

ま
す
。
石
炭
開
発
は
既
に
黎
明
期
か
ら
成
長
期
に
あ
り

ま
し
た
。
圭
介
以
外
に
も
そ
の
分
野
を
舵
取
り
す
る
者

が
十
分
い
た
為
、
圭
介
は
石
油
の
よ
う
に
他
に
技
術
者

が
い
な
い
分
野
に
率
先
し
て
従
事
し
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
同
じ
事
が
圭
介
が
「
一
日
も
な
く
て
叶
わ
ざ
る
も

の
は
石
炭
、
鉄
、
石
油
の
三
宝
」
と
し
た
鉄
鋼
に
も
言

え
る
で
し
ょ
う
。

第
一
線
か
ら
離
れ
て
も
、
圭
介
は
鉱
山
技
術
の
普
及

と
人
材
育
成
に
寄
与
し
ま
し
た
。
圭
介
は
明
治
十
年
に

日
本
初
の
工
業
雑
誌
「
工
業
新
報
」
を
刊
行
し
ま
し
た

が
、
工
業
各
分
野
の
専
門
誌
は
ま
だ
存
在
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
明
治
十
八
年
に
初
の
分
野
専
門
誌
「
日
本
鉱
業

会
誌
」
が
発
刊
さ
れ
、
圭
介
は
そ
の
創
刊
号
に
緒
言
を

寄
せ
て
い
ま
す
。「
事
業
は
小
か
ら
大
に
、
疎
よ
り
精

に
入
り
、
従
来
の
形
勢
は
一
変
し
て
い
る
。
鉱
業
は
そ

の
変
動
が
特
に
著
し
い
。
採
鉱
、
地
質
、
冶
金
な
ど
、

鉱
業
に
関
す
る
も
の
漏
ら
す
事
な
く
考
究
し
、
こ
れ
を

会
誌
に
載
せ
、
実
験
場
を
設
立
し
、
鉱
山
主
の
依
頼
に

応
じ
て
各
地
の
状
況
に
適
す
る
採
鉱
冶
金
の
良
法
を
決

め
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
説
き
ま
し
た
。
日

本
鉱
業
会
は
、
学
者
学
閥
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
、

最
初
か
ら
実
業
家
も
巻
き
込
み
、
質
問
委
員
を
設
け
て

質
疑
応
答
も
し
や
す
く
し
た
学
業
と
実
業
の
風
通
し
の

良
い
学
会
で
し
た
。
こ
れ
は
初
期
に
生
ま
れ
た
専
門
学

会
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
し
た
。「
科
学
技
術
史

大
系
」
は
「
日
本
の
採
鉱
・
冶
金
に
関
す
る
科
学
と
技

術
の
啓
蒙
は
、
日
本
鉱
業
会
を
中
核
と
し
て
展
開
さ
れ

た
」
と
し
、
圭
介
の
文
章
が
「
一
番
啓
蒙
的
資
質
に
富

み
興
味
深
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
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議会事務局 
企画政策課 
総務課（代表）
税務課 
住民課 

健康福祉課
・障害者支援センター 

・にしはりま環境事務組合

・訪問看護ステーション

・子育て学習センター 

・保健センター 
・国保介護支援室 

産業振興課 
・観光案内所 
農業委員会 
建設課 
上下水道課［與井380番地］
・上水道係 
・下水道係 
会計課 
〔教育委員会〕
教育総務課

・学校給食センター
教育推進課

・生涯学習支援センター
・つばき会館 

・青少年育成センター 

・郷土資料館 
・スポーツセンター 

社会福祉協議会 

52-3512
52-1112
52-1111
52-1113
52-1115

0790-79-8550
52-1114
57-2233
52-2400

52-6181

52-2188
52-1152

52-1116
52-6959
52-1116
52-1117

52-0097
52-1119
52-1120

52-2911

57-3633
52-2912

52-1125
52-1125

52-5500

52-3737
52-4433

52-2910

☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎
☎

☎

☎
☎

・地域包括支援センター 52-1152☎
☎
☎
☎
☎

☎
☎
☎

☎

☎
☎

☎
☎

☎

☎
☎

☎

役場各課・関係機関
直通電話（市外局番0791）

役場各課への
お電話は
直通番号を
ご利用ください

　

若
者
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談　

　

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
方

を
対
象
に
「
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
相
談
員
が
職
業
選
択

に
関
す
る
活
動
や
心
構
え
の
支
援
、
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
個
別
相
談
を
行
い
ま

す
。（
事
前
予
約
制
）

相
談
日 

１
月
17
日
（
火
）

相
談
時
間 

①
10
時
～
②
11
時
～
③
12

時
～

場
所 

役
場
第
２
庁
舎　

小
会
議
室

問
■申
産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

☎
５
２
・
１
１
１
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
移
動
雇
用
相
談　

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
あ
い
お
い
」
よ
り

専
門
の
相
談
員
を
招
き
、
移
動
雇
用
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
就
職
相
談
を
希
望

す
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
事
前
予
約
制
）

日
時 

１
月
18
日（
水
）　

13
時
30
分
～

場
所 

役
場
第
２
庁
舎　

小
会
議
室

内
容 

就
職
の
情
報
提
供
、
紹
介
な
ど

定
員 

５
人

問
■申
産
業
振
興
課　

商
工
観
光
係

☎
５
２
・
１
１
１
６

　

普
通
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集　

■
土
井
住
宅　

２
号
・
３
号
・
４
号（
３

Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

簡
易
耐
火
造
２
階
建

所
在
地 

尾
長
谷
１
４
５
２
番
地
20

家
賃
月
額 

１
５
，
８
０
０
円
～
２
３
，

６
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
安
室
ヶ
丘
住
宅　

39
号
・
42
号
・
48

号（
３
Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

木
造
２
階
建

所
在
地 

山
野
里
６
９
８
番
地
３

家
賃
月
額 

１
８
，
１
０
０
円
～
２
７
，

０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

■
ハ
イ
ツ
カ
メ
リ
ア　

８
０
６
号
（
３

Ｄ
Ｋ
）

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
８
階
建

所
在
地 

山
野
里
２
３
６
４
番
地
１

家
賃
月
額 

２
０
，
１
０
０
円
～
２
９
，

９
０
０
円

入
居
可
能
人
数
３
人
以
上

■
ハ
イ
ツ
あ
ゆ
み

建
物
構
造 

Ｒ
Ｃ
造
４
階
建

所
在
地 

竹
万
２
３
３
０
番
地

①
Ａ
棟　

２
０
２
号（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

２
０
，
１
０
０
円
～
２
９
，

９
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

２
人
以
上

②
Ｂ
棟　

１
１
０
号（
２
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 

１
７
，
５
０
０
円
～
２
６
，

０
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

１
人
以
上

③
Ｂ
棟　

２
０
７
号（
１
Ｄ
Ｋ
）

家
賃
月
額 
１
４
，
７
０
０
円
～
２
１
，

９
０
０
円

入
居
可
能
人
数 

１
人
以
上

申
込
期
間 

１
月
30
日
（
月
）
～
２
月
10

広告
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期
間
限
定
！
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ　

　

加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン　

　

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
で

は
、
地
域
の
話
題
や
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
行
事
、
議
会
中
継
、
災
害
時
で
の

緊
急
情
報
、
く
ら
し
に
役
立
つ
デ
ー
タ

放
送
な
ど
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　

テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
免
基

準
な
ど
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

加
入
時
の
工
事
費
な
ど
が
減
額
さ
れ
、

４
６
，
０
０
０
円
で
加
入
で
き
ま
す
。

※
期
間
外
に
加
入
す
る
よ
り
も
、
５
９
，

６
０
０
円
も
お
得
に
加
入
で
き
ま
す
。

※
対
象
条
件
が
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

実
施
中
～
２
月

28
日
（
火
）

問
■申
総
務
課　

広
報
情
報
係

　

☎
５
２
・
１
１
１
１

日
（
金
）
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
を
除
く
。

住
宅
見
学
日 

１
月
30
日
（
月
）
８
時
30

分
～
11
時
30
分
（
事
前
予
約
制
）

抽
選
日 
２
月
14
日
（
火
）

入
居
許
可
日 
３
月
１
日（
水
）

　

申
込
条
件
や
書
類
な
ど
の
手
続
き
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
■申
建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

　

☎
５
２
・
１
１
１
７

　

個
人
住
民
税
の
納
期
限
は　

　
　
　
　
　
　

１
月
31     
日　

　

個
人
住
民
税
は
、
町
民
税
と
県
民
税

を
あ
わ
せ
た
税
で
す
。

　

給
与
所
得
者
と
65
歳
以
上
の
年
金
受

給
者
は
、
給
与
や
年
金
か
ら
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
、
町
が
送
付
す
る
納
付
書
で
、

年
４
回
（
原
則
）
に
分
け
て
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

納
付
書
で
納
め
て
い
る
方
の
第
４
期

の
納
期
限
は
、
１
月
31
日（
火
）で
す
。

納
付
場
所 

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
30
万
円
以
下
の
み
）

◎
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
で
き
る
場
所
：
税
務
課
ま
た

は
取
扱
金
融
機
関

問
税
務
課　

町
民
税
係 ☎

５
２
・
１
１
１
３

広告

今冬の節電にご協力ください
　暖房利用が高まる冬。無理のない形で、節電にご協
力をお願いします。
■冬の節電のポイント

・暖かい服装をして、エアコンの設定は 20℃にしましょう。
・不要な照明は消灯をしましょう。
・主電源をオフして、待機電力をカットしましょう。
・省エネ家電を選択しましょう。 
※高齢者や乳幼児、体調が悪い方がいる家庭は、健康に支障

を及ぼさない範囲で節電にご協力ください。
問住民課　環境衛生係　☎52-1115 問保健センター　☎52-2188

健康増進計画・第２次食育推進計画
パブリックコメント受付期限を変更します
　先月号（12月号）14ページに掲載の上記計
画の受付期限を下記のとおり変更します。
・変更前
　1月5日（木）～ 1月31日（火）
・変更後
　1月5日（木）～ 2月6日（月）
※閲覧場所の生涯学習支援センターと

各地区公民館は、月曜休館です。
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第
７
回
ニ
ス
ポ
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
大
会	

	

10
月
29
日

▼
60
～
64
歳
25
ｍ
自
由
形
①
溝
口
茂
③

金
治
敏
明
▼
60
～
64
歳
25
ｍ
平
泳
ぎ
①

金
治
敏
明
▼
60
～
64
歳
25
ｍ
背
泳
ぎ
①

金
治
敏
明
▼
65
～
69
歳
25
ｍ
平
泳
ぎ
①

吉
田
恒
夫
▼
65
～
69
歳
50
ｍ
自
由
形
②

吉
田
恒
夫
▼
65
～
69
歳
１
０
０
ｍ
個
人

メ
ド
レ
ー
①
吉
田
恒
夫
▼
60
～
64
歳
50

ｍ
平
泳
ぎ
①
藤
本
典
樹

第
51
回
町
民
軟
式
野
球
大
会	

	
	

10
月
30
日
・
11
月
６
・
11
・
13
日

①
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ
ー
ク
②
Ｈ
Ｏ
Ｐ
，
Ｓ

第
40
回
姫
路
招
待
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
研
修
大
会	

11
月
３
日 

【
男
子
】
▼
２
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
③
高

田
歩
武
・
垣
内
友
志
ペ
ア

【
女
子
】
▼
１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
①
中

野
莉
子
・
松
岡
琴
美
ペ
ア

第
22
回
町
民
弓
道
大
会	

11
月
５
日

▼
男
子
の
部
①
橋
本
幸
誠
②
高
見
健
治

③
大
好
新
治

▼
女
子
の
部
①
山
本
実
来
②
久
保
帆
花

③
長
尾
季
恵

▼
選
手
権
の
部
①
内
海
し
ず
く

【
矢
頭
賞
】
橋
本
幸
誠

第
９
回
備
前
市
小
学
生
親
善
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会	

11
月
６
日

【
団
体
戦
】
①
上
郡
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
野
莉

子
・
有
吉
栞
芳
・
藤
川
有
紗
・
山
本
歩

果
・
北
村
心
暖
・
馬
島
沙
英
）

【
個
人
戦
】
▼
６
年
の
部
②
高
上
淳
矢
・

青
木
駿
英
ペ
ア
③
有
吉
栞
芳
・
山
本
歩

果
ペ
ア
▼
５
年
の
部
③
高
田
歩
武
・
前

川
稜
堅
ペ
ア
▼
４
年
の
部
③
馬
島
沙

英
・
杉
本
楽
斗
ペ
ア
▼
３
年
以
下
の
部

③
岸
田
瑛
稀
・
西
崎
奏
斗
ペ
ア
③
花
谷

羽
空
汰
・
高
上
慎
矢
ペ
ア

第
23
回
高
齢
者
大
学
千
種
川
学
園
生
交

流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会	

11
月
８
日

①
尾
崎
繁
②
前
川
照
美
③
矢
野
明

上
郡
町
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
協
会
20
周
年

記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会　

	
	

	

11
月
11
日

【
男
子
】
①
丸
尾
雅
明
②
木
村
幸
雄
③

西
川
登

【
女
子
】
①
竹
内
亀
代
②
岡
本
茂
子
③

金
谷
定
女

第
８
回
会
長
杯
争
奪
学
童
大
会  	

	
	

11
月
13
日

①
佐
用
Ｗ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｐ
ジ
ュ
ニ
ア
②
高
田

レ
ッ
ド
パ
ワ
ー
ズ

上
郡
町
民（
秋
季
）
卓
球
大
会	

	
	

11
月
13
日

【
男
子
団
体
】
①
寄
せ
集
め
（
高
松
・
西

川
・
尾
上
）
②
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
（
丸

尾
・
山
本
・
坂
元
）
③
え
が
お
Ａ（
沢
地
・

黒
田
・
三
木
）
③
梅
の
香（
立
住
・
田
中
・

宮
本
）

【
女
子
団
体
】
①
フ
レ
ン
ズ
（
福
井
・
三

宅
・
高
松
）
②
卓
好
会（
橿
本
・
久
須
・

西
山
）
③
梅
の
香
Ａ
（
永
野
・
小
河
・

山
本
）
③
梅
の
香
Ｂ
（
渕
瀬
・
野
本
・

三
谷
）

【
初
級
者
団
体
】
①
も
み
じ
（
立
花
・
中

川
・
皆
木
）
②
チ
ー
ム
林
さ
ん
（
種
継
・

林
・
松
本
）③
正
城（
武
田
・
古
林
・
松
井
）

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
部
】
①
西
川
・
渕

瀬
②
青
田
・
三
木
③
橿
本
・
尾
上
③
船

本
・
高
松

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
２
部
】
①
宮
本
・
福

井
②
幸
長
・
三
宅
③
西
山
・
武
田
③
山

本
・
古
林

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
赤
松
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会	

11
月
20
日 

①
木
村
幸
雄
②
大
山
昌
之
③
三
井
一
義

２
０
１
６
西
は
り
ま
秋
季
ボ
ッ
チ
ャ
大
会	

	

11
月
27
日

【
Ａ
コ
ー
ト
】
①
西
村
正
規
②
森
田
徳
治

【
Ｂ
コ
ー
ト
】
①
岡
本
茂
子
②
深
澤
ま
ゆ

み
③
岡
本
好
夫

【
Ｃ
コ
ー
ト
】
②
東
川
俊
之
③
大
国
夏
子

【
Ｄ
コ
ー
ト
】
③
田
渕
茂
子

【
Ｅ
コ
ー
ト
】
①
中
司
極
子
③
大
崎
弘
志

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

広告
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上
郡
町
民（
秋
季
）
卓
球
大
会	

	
	

11
月
13
日

【
男
子
団
体
】
①
寄
せ
集
め
（
高
松
・
西

川
・
尾
上
）
②
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
（
丸

尾
・
山
本
・
坂
元
）
③
え
が
お
Ａ（
沢
地
・

黒
田
・
三
木
）
③
梅
の
香（
立
住
・
田
中
・

宮
本
）

【
女
子
団
体
】
①
フ
レ
ン
ズ
（
福
井
・
三

宅
・
高
松
）
②
卓
好
会（
橿
本
・
久
須
・

西
山
）
③
梅
の
香
Ａ
（
永
野
・
小
河
・

山
本
）
③
梅
の
香
Ｂ
（
渕
瀬
・
野
本
・

三
谷
）

【
初
級
者
団
体
】
①
も
み
じ
（
立
花
・
中

川
・
皆
木
）
②
チ
ー
ム
林
さ
ん
（
種
継
・

林
・
松
本
）③
正
城（
武
田
・
古
林
・
松
井
）

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
部
】
①
西
川
・
渕

瀬
②
青
田
・
三
木
③
橿
本
・
尾
上
③
船

本
・
高
松

【
混
合
ダ
ブ
ル
ス
２
部
】
①
宮
本
・
福

井
②
幸
長
・
三
宅
③
西
山
・
武
田
③
山

本
・
古
林

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
赤
松
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会	

11
月
20
日 

①
木
村
幸
雄
②
大
山
昌
之
③
三
井
一
義

２
０
１
６
西
は
り
ま
秋
季
ボ
ッ
チ
ャ
大
会	

	

11
月
27
日

【
Ａ
コ
ー
ト
】
①
西
村
正
規
②
森
田
徳
治

【
Ｂ
コ
ー
ト
】
①
岡
本
茂
子
②
深
澤
ま
ゆ

み
③
岡
本
好
夫

【
Ｃ
コ
ー
ト
】
②
東
川
俊
之
③
大
国
夏
子

【
Ｄ
コ
ー
ト
】
③
田
渕
茂
子

【
Ｅ
コ
ー
ト
】
①
中
司
極
子
③
大
崎
弘
志

上郡町モロげんきくん元気帳の
交付者数1,859人　緊急時に 110番通報した

ときは対応する警察官が、
つぎのような必要なことを
順次聞きます。落ち着いて、
はっきりとお答えください。
①事件ですか、事故ですか？
　→どろぼう、交通事故、けんかなど
②どこで？
　→住所や目標となる建物・交差点などからの距離
③いつごろ？
　→５分前など大体の時間
④犯人は？
　→性別や人数、人相、服装、逃げた手段・方向
⑤今はどうなっているか？
　→事件・事故の様子、被害状況、けがの有無
⑥あなたは？
　→あなたの住所や氏名、電話番号
【平成28年1月～11月末】上郡町内交通事故発生状況

交番（駐在）別 人身事故 死者 傷者 物損事故
上郡橋   5 0 5 42

上郡駅前 12 0 15 106
中　野 7 0 7 47
梨ヶ原 4 0 4 28
八　保 0 0 0 11
赤　松 3 0 3 22
野　桑 5 0 8 13

播磨科学公園都市 0 0 0 31
合　計 36 0 42 300

110番通報の
６つのポイント

　保健カレンダー

　休日当番医
月　日 医療機関 電話番号

1月
15日(日) 三浦医院 ☎52－0045
22日(日) 半田産婦人科医院 ☎52－1000
29日(日) 河原クリニック ☎57－2167

2月

5日(日) 大岩診療所 ☎52－5000
11日(土) 高嶺診療所 ☎52－6369
12日(日) 黒田内科クリニック ☎52－0235
19日(日) 苔縄医院 ☎52－5611

　元気帳は、各地区公民館、スポーツセンター、保健センター、健康
福祉課で発行しています。
　元気帳の交付冊数は、年度内１人につき２冊を限度としています。
　元気帳を活用して、健康づくりに励みましょう。

モロげんきくん健康ポイント事業

（12月末現在）

天
を
灼
く	

あ
さ
の 

あ
つ
こ

坊
ち
ゃ
ん
の
そ
れ
か
ら	

芳
川
泰
久

十
二
人
の
死
に
た
い
子
ど
も
た
ち	

	
	

冲
方　

丁

リ
ー
チ
先
生	

原
田
マ
ハ

慈
雨	

柚
月
裕
子

恋
の
ゴ
ン
ド
ラ	

東
野
圭
吾

史
上
最
高
に
面
白
い
フ
ァ
ウ
ス
ト	

	
	

中
野
和
朗

と
き
め
く
イ
ン
コ
図
鑑	

	
	

お
ぴ
〜 

と
う
も
と

ど
ん
な
に
体
が
か
た
い
人
で
も
ベ
タ
ー
と

開
脚
で
き
る
よ
う
に
な
る
す
ご
い
方
法	

	
	

エ
イ
コ

世
界
の
お
墓	

ネ
イ
チ
ャ
ー
＆
サ
イ
エ
ン
ス

イ
ン
ド
ア
グ
リ
ー
ン
と
暮
ら
す	

	
	

ト
ラ
ン
シ
ッ
プ

食
品
保
存
の
便
利
帳	

徳
江
千
代
子

結
婚
で
き
る
和
食
教
室	

田
中
伶
子

振
袖
記
念
日
２
０
１
８	

主
婦
と
生
活
社

す
こ
や
か
ヨ
ガ	

い
と
う 

あ
つ
こ

は
じ
め
て
の
ジ
オ
ラ
マ	

	
	

ス
タ
ジ
オ
タ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

日
本
人
が
知
ら
な
い
「
天
皇
と
生
前
退
位
」		

	

八
柏
龍
紀

知
ら
れ
ざ
る
天
皇
明
仁	

橋
本　

明

井
伊
直
虎	

夏
目
琢
史

人
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
美
し
い	

	
	

D
・
セ
ル
フ

新
着
案
内

上
郡
町
立
図
書
館

月　日 内　容 時間 開催場所

1月
11日（水）４・10ヵ月児健診 12時30分〜

保健センター18日（水）２歳児歯科健診 13時〜

2月
8日（水） １歳６ヵ月児健診 12時45分〜

17日（金）プレママサロン 9時30分〜 子育て学習センター

相生警察署
からの

お知らせ
☎22-0110

兵庫県警シンボル
マスコット

こうへいくん

広告
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※都合により、放送時間・番組内容を変更する場合があります。ご了承願います。

え
ん

しんネット

え
ん

しんネット111
ch 平成29年1月30日～平成29年2月26日

放
送
時
間

昼 12：00 〜

夕 17：00 〜

夜 20：00 〜

深夜 23：00 〜

翌朝  ７：00 〜

1/30（月） 31（火） 2/1（水） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

高田幼稚園おんがくかい
番組リクエストコーナーほか

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

6（月） 7（火） 8（水） 9（木） 10（金） 11（土） 12（日）

平成29年　成人のつどい
西はりま特集１０月～１２月ほか

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

13（月） 14（火） 15（水） 16（木） 17（金） 18（土） 19（日）

千種川学園講演会
地域の情報コーナーほか

週刊ＧｏＧｏかみごおり
最新のニュース・話題

俳句・短歌、耳より情報　など

20（月） 21（火） 22（水） 23（木） 24（金） 25（土） 26（日）

上郡アーカイブ
イベント特集ほか

月刊ＧｏＧｏかみごおり
今月放送したニュース・話題の総集編

俳句・短歌、耳より情報　など

放
送
編
成
表

え
ん
し
ん
ネ
ッ
ト

放送開始時間 番　組　内　容 放送開始時間 番　組　内　容
各時間とも、
番組終了後、
文字放送やサ
イエンスチャ
ンネルなどを
放送します。

12:00 　自主制作・提供番組 22:00 　西はりま・サイエンスチャンネル
15:00 　西はりま・サイエンスチャンネル 23:00 　自主制作・提供番組
16:00 　健康体操・お天気カメラ・天気 6:00 　健康体操・お天気カメラ・天気
17:00 　自主制作・提供番組 7:00 　自主制作・提供番組

19:00 　こんにちは県警です・ひょうご
　ワイワイ・サイエンスチャンネル 10:00 　こんにちは県警です・ひょうご

　ワイワイ・サイエンスチャンネル
20:00 　自主制作・提供番組 11:00 　健康体操・お天気カメラ・天気

広告



　明けましておめでとうございます
(*^▽^*)
　皆さん今年はどんなお正月を過ご
されましたか？私はこのお正月の間、
親戚をはじめ、例年以上にたくさんの
人と会って、いろんなお話を聞かせて
いただき、人とのつながりの温かさを
深く感じるお正月を過ごしました。
　私は仕事の面でも、広報紙づくりを
通してたくさんの方々とお会いして、
貴重なお話を聞かせていただく機会
がとても多いので、お正月の三が日で
感じたように、人とのつながりを大切
に、いつでも笑顔と感謝の気持ちを忘
れずに今年も過ごしていきたいと思い
ます。今年もどうぞよろしくお願いい
たします。　　　　　　　　　   Ⓗ

お
く
や
み

［
12
月
届
出
分
］

円心ウォーク百万歩運動を

健康づくりの習慣に！

円心ウォーク
百万歩運動登録者数375人

（12月末現在）
【12月の百万歩達成者】

編 集 後 記

築山　博茂さん（赤松）

小田　哲朗さん（駅北）

宮下　喜代枝さん（小山） （達成申出順）
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内　　　容 開催日 時　間 お問い合わせ（場所）
人権相談 2月6日（月） 13時～16時 総務課　☎52-1111（役場4階402会議室）
行政相談 2月15日（水） 10時～12時 総務課　☎52-1111（役場3階301会議室）
家庭児童相談 2月1日（水） ９時～15時 健康福祉課　☎52-1114（役場2階対話室）
こころのケア相談（予約制） 1月16日（月） 14時～15時

赤穂健康福祉事務所　☎43-2321エイズ・肝炎相談（予約制）
1月17日（火）

13時20分～
14時40分2月7日（火）

2月21日（火）

栄養相談（予約制） 2月10日（金） ９時30分～
11時30分

心配ごと（なんでも）相談

1月12日（木）

13時30分～
15時

社会福祉協議会　☎52-2910
　　　　　　　　☎080-1936-1067（相談日のみ）

1月26日（木）
2月9日（木）
2月23日（木）

法律相談（予約制・前日締切）
1月17日（火） 13時20分～

16時 社会福祉協議会　☎52-2910
2月21日（火）

教育相談（カウンセリング）毎週月曜 ９時～17時
青少年育成センター　☎52-5500
※相談日が祝日の場合は、お休みです。教育相談（電話・面接相談）

毎週火曜 13時30分～
16時30分

毎週金曜 ９時～12時

 く ら し の 相 談 窓 口

男性 7,572人　　女性8,014人 

● 世帯数  6,469世帯（－14）
● 人　口 15,586人（－43）

人口のうごき

12末現在
（　）は前月比
12月届出分

出生

死亡 

7人
22人

転入

転出

5人
33人

氏名（敬称略） 年 齢 自治会

清水　靜子 103 倉尾
吉田　ツユコ 91 岩木
三浦　昌文 83 竹万土井
形木原　光明 79 西野山
深澤　ツヤ子 95 平野
高尾　聡 75 栄町
香山　巻子 92 小山
小林　信子 91 小山

※
外
字
は
、
常
用
漢
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
同
意
を
得
て
い
る
方
々
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。
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広
報
 か
み
ご
お
り

平
成
29年

1月
10日

発
行

編
集
・
発
行
/上
郡
町
広
報
委
員
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TEL. 52-1111　
FAX. 52-5172

E
メ
ー
ル
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U
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w
w
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n.kam
igori.hyogo.jp/

可愛いお子さんや、大好きなおじい
ちゃん・おばあちゃん、仲良しグループ、
ペットなど、皆さんに自慢したいこと
を募集しています！！

募集中

お母さん（原田典佳さん）から一言

姉妹仲良く元気に
　　　　　育ってね。

わわががままちち
自自慢慢

詳しくは、総務課 広報情報係 （☎52-1111）まで

報広

Kamigori

さわやかに歴史と未来の出逢うまち

月号
2017年

No566Jan
.1

お な ま え 稗田

夏希ちゃん（3歳）、歩美ちゃん（5歳）夏希ちゃん（3歳）、歩美ちゃん（5歳）
なつ   き あゆ  み

■日時
　２月19日(日)　９時30分～12時
■場所
　ワークハウス体験の森
（ピュアランド山の里奥の広場）
■定員　40人程度(小学生以下は保護者同伴)
■参加料　１人500円
■持ち物　作業しやすい服装・軍手、カナヅチ
■申込方法
　町ホームページに掲載または役場・公民館に設置の申込用紙に必要事項を記入し、下記まで
持参またはFAX、郵送で申し込みください。（電話での受付も可）
■申込期間　１月10日(火)～２月10日(金)

■開催期間　
　２月18日（土）～３月12日（日）
　※月曜休館
■開館時間
　９時～16時30分
■場所
　郷土資料館　２階　特別展示室
■入館料　無料

鳥の巣箱作り教室　参加者募集！鳥の巣箱作り教室　参加者募集！
　自然の素材を使って個性あふれるオリジナル鳥の巣箱を作ってみません
か？町内で森林整備などのボランティア活動を行う「森のわくわく倶楽
部」のスタッフが、お手伝いします。完成した巣箱は森に設置します。
(持ち帰りも可)

昔の学校風景の写真を集めた展覧会を開催します。
懐かしい思い出の学び舎で過ごした時代に帰ってみませんか？

郷土資料館冬季企画展

問問申 森のわくわく倶楽部事務局(産業振興課内)　☎52-1116　FAX：52-6015

問郷土資料館　☎52-3737

今月のオススメ情報今月のオススメ情報

上郡のアルバム２～思い出の学び舎～上郡のアルバム２～思い出の学び舎～

年神さま年神さま
いらっし

ゃい！いらっし
ゃい！

ミニ門松づくりミニ門松づくり


